
の公共施設や長時間保育に対応した保育所です。これ

らは、最寄り駅に併設されるとより便利になります。例

えば、朝の通勤途中に就学前の子供を最寄り駅の保育

所に預け、帰りにピックアップするなどです。実際、JR各

社や民鉄が民間とタイアップして駅に保育所を設置する

事例が増えてきました。

えしました。それまでは新

幹線の乗換駅としての役割

が低下していましたが、乗

降客数が1割以上増え、アメ

横など周辺商店街にも好イ

ンパクトを与えています。

●4 東京駅（大都市拠点駅

の例）

読者の皆様ご存知のとお

り、平成14年9月6日、東京

駅丸の内側にある「丸ビル」

が超高層ビルとして生まれ

変わりました。その前後の

東京駅周辺の人の流れを比

較したところ、ほぼ半世紀

ぶりに丸の内側の利用客が

八重洲側を上回りました。

ビル開業後数日間における

両側の一日平均JR利用者

数も約50万人と5％増加す

る一方、八重洲側において

もデパートなどの売上増加

などが観測されています。

その他、東京の汐留地区

におけるシオサイトの整備

に伴いJR新橋駅の乗降客

数が急増している例、JRや

民鉄各社による駅周辺の大規模な整備事例（札幌駅、名

古屋駅、京都駅等々）など数多く見受けられます。

3――駅の役割の多様化と都市核の形成

駅は別の意味で注目を集めています。例えば、駅構内、

駅ビルや駅近くに設置された市民センター、図書館など

1――都市の核の変遷

本稿では『駅』が都市の核（コア）たり得るか、また核

となるための条件を探ります。

歴史的、地理的に都市の「核」、「玄関口」あるいは「顔」

を担っている場所は常に変化しています。例えば、直接

民主制の舞台となった古代ギリシアの公共広場（アゴラ）

はまさしく都市の核でした。それは古代ローマの公共広

場（フォロ、フォルム、フォーラムなどと呼ばれる）に受け

継がれ、物資交換の場から商業、経済、政治、宗教の中

心として活用されていたようです。欧州では中世から現

代に至るも、公共広場は地中海沿岸諸都市を中心にその

役割を変えつつ都市（圏）の中心として機能しています。

しかし人口と都市の膨張とともに多核化が進みます。

フランス革命時に処刑の場に利用されたパリのコンコル

ド広場、ナポレオンの凱旋を祝うための門が築かれた

エトワール広場、フランス革命200周年を記念して建設さ

れたデファンス地区の新凱旋門と公共広場などは、シャ

ンゼリゼ大通などの街路により東西一直線に計画的に結

ばれ、それらが今ではパリの観光に多大な貢献をしてい

ることは皆様ご存知のとおりです（なお、現在ではパリ

の核を地理上の中心であるモンパルナス・タワーに設定

している例1）も見受けられます）。

古来、人間の行動原則の正し手を、宗教、哲学、そし

て法律に求めたのはそれぞれユダヤ人、ギリシア人、ロ

ーマ人とする説があります2）。このうち一神教を信仰し

たのはユダヤ人のみですが、これを含み、特に中世にお

いてキリスト教、イスラム教などの宗教（特に一神教）の

発展とともに都市の核となったのは、教会やモスクでし

た。ここには信者が定期的に集まり、宗教のみならず、

時に政治の場として活用されたようです。

日本に目を向けると、中世以来、都市の核となったの

はご存知のとおり城、神社・仏閣、宿場です。明治にな

ると、行政の庁舎や商業地区、そして鉄道の『駅』が新た

に都市核のメニューに付け加えられました。なお、駅に

ついては、どの都市でも核として期待されたわけではな

く、蒸気機関車が『公害』を撒き散らす厄介物とみなさ

れ、駅が都市の端に追いやられた例は枚挙に暇があり

ません。ところが最近、駅が都市の核として認識される

例がいくつか観察されるようになってきました。

2――最近の駅を中心としたまちづくり事例

最近の駅または駅周辺におけるまちづくりの事例は次

のとおりです。

●1 新庄駅（地方都市中心駅の例）

山形新幹線の整備に併せて合築方式により、最上エ

コポリスのキー・ステーションとして最上広域交流拠点が

建設されました。具体的には、花と緑の交流広場（アト

リウム）、情報案内センター、体験館、物産館、映画館、

会議室などが設置され、都市の核としてイベントなどの

催し物のほか、市民の貴重な憩いの場となっています。

この他、新幹線などの整備を契機とした類似事例は多

数あります（表1参照）。

●2 狛江駅（大都市近郊駅の例）

小田急小田原線（世田谷代田～喜多見間）の連続立体

交差事業・線増事業を契機に駅前広場、市街地再開発

などの駅周辺整備と一体的に建て替えられ、まちの新し

いシンボルとなっています（写真1、2参照）。

●3 上野駅（大都市拠点駅の例）

平成14年2月22日に不忍口付近においてJR東日本の

ステーション・ルネッサンスとしての改装工事が完了しまし

た。正面玄関を入ったところに吹き抜けのガレリアを設

けたほか、飲食店などを入れ、明るいイメージに模様替
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■写真1－昔の狛江駅 ■写真2－現在の狛江駅

■表1―地元自治体とJR東日本の協力による自由通路、公共施設の合築等の整備事例 

I. 東北地方 
雫石駅 
田沢湖駅 
大曲駅 
秋田駅 
米沢駅 
高畠駅 
赤湯駅 

かみのやま温泉駅 
山形駅 
天童駅 

さくらんぼ東根駅 
村山駅 
大石田駅 
新庄駅 
矢吹駅 

国府多賀城駅 
摺沢（すりさわ）駅 

弘前駅 
沼宮内駅 
二戸駅 
八戸駅 
名取駅 

II. 首都圏 
上野駅 
田町駅 
品川駅 
小田原駅 

III. 上信越地方 
直江津駅 
軽井沢駅 
上田駅 
長野駅 
佐野駅 

 
秋田新幹線 
秋田新幹線 
秋田新幹線 
秋田新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
山形新幹線 
東北本線 
東北本線 
東北本線 
奥羽本線 
東北新幹線 
東北新幹線 
東北新幹線 
東北本線 

 
山手線等 
山手線等 
東海道線等 
東海道線等 

 
信越本線等 
長野新幹線 
長野新幹線 
長野新幹線 
両毛線 

駅名 

整備施設 

路線等名 

 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
 
○ 
○ 

自由通路 
公共施設 
（合築） 

駅ホテル 
駅広/ 
駐車場 

 
○ 
○ 
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○ 
○ 
○ 
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○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

駅舎 
橋上化 

駅舎改良 
/新設 

○駅ビル 
△商業床 
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結節機能重視型が大半を占めていました。しかし都市

の核の形成、商店街と一体となった地区の活性化など

を推進するためには、駅前にイベントなどが可能な溜り

空間が不可欠です。そういった意味で、今後、駅前広場

の交通結節機能の一部を高架下や駅周辺など、他の空

間に分散配置を進める必要があります（図1参照）。

また、主要な公共交通機関間の乗り継ぎを改善するこ

とが重要です。最近では、鹿児島中央駅（旧西鹿児島駅）

において駅前広場の中に路面電車の停留場を移設した

例があります（写真3参照）。

経済効果の一例を挙げると、フランスのストラスブール

においては、駅に直結するLRT、それに関連する都心の

公共空間、市街地のフリンジ部分でのP＆R駐車場など

をセットで整備したところ、駅を含む中心市街地におい

て落ち込んでいた商業が盛り返しました。家族割引定

期券の発売などLRT経営主体などの努力もあり、トリッ

プ数が現在、人・日あたり4を超えているそうです（写真

4参照）。同様の効果が、LRTを導入したフランスの他

の都市でも確認されています。

6――ゆとり空間形成とソフト対策の重要性

鉄道駅が都市の核となるためには、上述した点に加

え、賑わいの創出や良好な景観形成の必要性、高齢化

の進展などに対応し、近隣商店街などとタイアップした

『ゆとり空間』の形成とイベントなどのソフト対策が不可

欠と考えます。それは駅舎内であったり、街路沿いであ

ったりします（写真5、6参照）。このため、これまで以上

に公共と民間が協力し、ハード面としての都市基盤施設

の整備やソフト面での対策の強化が期待されます。

今年度より国土交通省では『まちづくり交付金』を創設

し、従来の施策と相まってこれらに対応することとしてい

ますが、今後とも一層の充実を図ってまいります。今後

とも読者の皆様のご協力をよろしくお願い致します。

（写真提供：1、2、小田急電鉄株式会社　3、鹿児島市　4、5、6、丸山力氏）

1）"Le projet du << Grand Tram >> en region Ile-de-France", Jean-Michel
Paumier, RATP Paris, UITP at Melbourne, 2000年10月

2）「ローマ人の物語」第Ⅰ巻『ローマは一日にして成らず』（塩野七生著）
3）駅を中心とした物販、飲食、宿泊などに関する事業。従来の鉄道事業と併せ、現
在では鉄道事業者の2大事業となっている。

4）例えば、駅ビルでの買い物で貯めたポイントで電車の運賃割引（駅近くの商店街
が加入することも可能性あり。）、駅ビルなどの買い物カートを電車に乗せ、最寄
駅でP＆R駐車場の自家用車に荷物を移すまでカートを利用する、など。生活サ
ービス事業のほか、例えば最寄駅へのアクセス改善、鉄道事業のサービス改善
（列車運行頻度アップなど）、中心駅からのイグレス改善（接続バスの割引、ワン
コイン・バスの範囲拡大など）などと組み合わせることにより、駅の都市核の形成
と交通手段の転換を推進することができるかもしれません。

5）線路上空利用における課題の一つは人工地盤整備費が高額なことです。最近『地
中梁』を用いない新工法などにより、コストが150万円/m2から100万円/m2まで
下がりましたが、依然高い水準です。
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2年程前、秋田、福島、高崎の各駅について若干のア

ンケート調査を実施し、駅にあると便利な施設を調べま

した。秋田、福島の両駅では傾向が似通っており、休憩

所、ラウンジなどのくつろぎ施設や図書館などが上位を

占めたのに対し、高崎駅の場合はデパート、書籍・レコ

ード、電化製品店などのショッピング関連、銀行・郵便局

などの金融機関、居酒屋・バー、レストラン、映画館など

の娯楽関連施設のほか、歯科・眼科などの病院が挙げ

られています。

このように、駅は多様な機能を併設した都市の核とし

ての役割を求められていると言えます。郊外のバイパス

沿いなどに立地した大規模ショッピングセンターに行け

ば、特に週末は一日中楽しめるように、そこには種々の

機能が集中立地しています。そこへの利用者のアクセス

は自家用車が中心です。その影響でいわゆる『中心市街

地』が落ち込むこととなった訳です。これからは、駅に

週末のみでなく平日にも対応した多様な機能を集中立地

させることにより、都市核の形成を図るのみでなく、交通

手段の車利用から鉄軌道利用への転換を図ることが可

能だと考えます。

4――どんな駅が都市核と成り得るか

都市核の形成には前項で述べた多様な機能の集中立

地が必要ですが、実現可能性の判断は別の目で見る必

要があります。例えば、JR東日本とJR西日本の生活サー

ビス事業3）の対象範囲は次のとおりです。

●1 JR東日本（ステーション・ルネッサンス）

①サンフラワープラン：1997年度開始。1日乗降人員3

万人以上の首都圏の駅（約220駅）が対象。概ね100m2

以上のスペースを生み出し、物品販売や飲食等の事業

を展開。例えば盛岡駅など；②コスモスプラン：2001年

度から実施。1日乗降人員が20万人以上の首都圏の駅

（32駅）及び県庁所在地等の主要ターミナル駅を対象。

ショッピングセンター建設や人工地盤建設など大規模開

発を行い、駅において商業スペースを創出。例えば、上

野駅、総武線の津田沼駅や西船橋駅、大宮駅など。

●2 JR西日本（ネクステーションプラン）

2002～2006年度実施予定。1日乗降人員

が1万人以上のアーバンネットワークの駅及

び地方主要駅、計130駅を対象。人工地盤

設置による線路上空利用等でスペースを創

出し、物品販売や飲食等の事業を展開。

以上は一例ですが、これらの条件を満た

す駅については、JRなど鉄道事業者の生活

サービス事業と一体となった駅周辺におけ

る公共事業や民間開発により、相乗効果を

期待できます。また、例えば鉄道事業と生

活サービス事業とのタイアップ4）により、車

から鉄軌道利用への交通手段の転換を推進

することが可能かもしれません。

5――柔軟な空間の創出

前項のような駅とその周辺における事業

展開に際しては、当然のことながらそのため

の空間が必要となります。鉄道事業者の場

合は線路上空を活用することができます5）。

駅前空間が乏しい場合には立体利用や周辺

民地を取り込んだ再開発が考えられます。

また、連続立体交差事業や限度額立体交差

事業を展開している駅においては高架下空

間を有効に活用する必要があります。

駅前広場に目を移すと、これまでは交通
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■写真5－駅舎内のゆとり空間（ストックホルム中央駅） ■写真6－まちのゆとり空間（アムステルダム）

■写真3－駅前広場への移設が完了した路面電車停留所（鹿児島中央駅） ■写真4－ストラスブールのLRTとトランジット・モール

  - 都市高速鉄道（地下鉄を含む） 
  - 軌道（路面電車を含む） 
  - バス・バース（路線、高速、観光） 
  - バス・プール（路線、高速、観光） 
  - タクシー・ブース 
  - タクシー・ブース 
  - 一般車（Kiss & Ride等用車寄せを含む） 
  - 一般車駐車場（短期、通勤P&Rを含む） 
  - 一般車駐車場（長期。P&Rを含む） 
  - 自転車駐車場（駐車スペース・置場を含む） 
  - レンタカー・プール 
  - レンタカー・ブース 
  - 自由通路等公共に供する通路 
  - 歩行者・自転車道 
  - 車道、自動車用通路 
  - 階段 
  - ｴｽｶﾚｰﾀ、ｴﾚﾍﾞｰﾀ、動く歩道 
  - その他 

市街地拠点機能 

交　流　機　能 

景　観　機　能 

避　　　難 
緊 急 活 動  

商　業　機　能 各種店舗 

業　務　機　能 オフィス等 

保育所等 
共同荷捌き施設等物流施設 

アイウ 駅前広場空間の外へ分散配置が可能な機能・施設 

駅前広場計画指針（建設省都市局、平成10年5月）に掲載された駅前広場の範囲 

c  Copyright: 2004 Seiichiro Akimura

交通結節機能 

機　　　　能 特　　　　　性 空　間 

各種交通を結節・収容する 

交
通
空
間 

凡  例： 

都市 
の 
広場 
機能 
（合築 
を 
含む） 

都市（地区）の拠点を形成する 

サービス機能 公共的サービスを提供する 

憩い・集い・語らいの中心となる 環
境
空
間 

都市 
活動 
機能 

活
動
空
間 活動支援機能 

各種情報を提供する（ITの進展の活用） 

防　災　機　能 防災活動の拠点となる 

都市の顔としての景観を形成する 

■図1－分散配置が可能な駅前広場の機能・施設（試案）
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